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別紙 

会議の結果 

首藤委員長 ただいまから、農林水産委員会を

開きます。 

本日は、委員外議員として木田議員、守永議

員、澤田議員に出席いただいています。 

本日は、大分県の農業の現状と課題について

御意見を伺いたく、日本銀行大分支店支店長の 

安德久仁理様に参考人としてお越しいただきま

した。 

安德様にお話しいただく前に、まず私から御

挨拶を申し上げます。私は、大分県議会農林水

産委員会の委員長を仰せつかっております首藤

健二郎です。よろしくお願いいたします。安德

様には、大変お忙しい中、日程を御調整いただ

きお越しいただいたことに厚く御礼を申し上げ

ます。本来であれば、私どもが出向いて、御指

導を賜るべきところでありますが、御足労いた

だいたことに対し、委員会を代表して御礼申し

上げます。本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

それでは、委員の皆様及び委員外議員の皆様、

自己紹介をお願いします。 

〔委員及び委員外議員自己紹介〕 

首藤委員長 それでは、安德様から自己紹介と、

引き続き本日のテーマについて御説明をお願い

します。 

安德支店長 安德と申します。どうぞよろしく

お願いします。座って説明をさせていただきま

す。 

自己紹介とのことですが、日本銀行大分支店

で支店長を務めており、着任したのが一昨年の

５月になるので、ちょうど２年が経ったところ

です。日銀の場合は、実は人事異動の季節がだ

いたい６月の半ばぐらいが定例異動で、官庁で

あれば７月ということもあるんですけども、２

年で交代というのが恒例ですので、私も６月ぐ

らいに本店に首を掴まれて戻されてしまうとい

うシナリオが想定されているわけですけれども、

私自身は元々福岡県久留米市の出身です。大学

進学以降はずっと東京で暮らしておりましたが、

初めての赴任で、それが３０年ぶりに故郷の九

州に戻ってこれたということで、大変充実した

期間をこれまで過ごさせていただいております。 

そういう中で、農業の話を今回日銀でスタッ

フレポートということでまとめて公表したわけ

ですけれども、動機はいくつかございます。 

一つは、２０２１年。私の前の前の支店長の

鈴木がやっていた時に、ちょうど当時新型コロ

ナの時期で、対外的な発想がなかなか難しかっ

たこともあって、そういう中で、スタッフにテ

ーマを割り振って、一人一作という形で試験的

に公表資料を作らせていたと。そういう中に、

農業の話が混じっており、実は日銀大分支店の

ホームページのアクセス件数は、割と未だにそ

れが上位にランクインしてるというのがありま

した。なので、やっぱり農業のことについては、

結構いろんな方がリサーチされていて、その時

に日銀が出しているものは結構参照されるんだ

なということに気付きました。そうであれば、

やはりもう少しアップデートした資料と、何某

か私たちが申し上げられることがあれば、知見

も含めて世に問うというとちょっと大げさなん

ですけれども、参考になるものが出せるのであ

れば、出すことに意味があるんじゃないかとい

うことで、改めて今回まとめたということです。 

もう一つは、私がちょうど着任した一昨年の

５月、私は大分の経済同友会にメンバーとして

迎えていただいて、そこで常任幹事をやってお

りますが、そこで大分県のグランドデザイン―

―２０５０年を見据えて、経済同友会としてど

のような大分県の経済の形、コミュニティの形

が望ましいと思うのかというものを、同友会の

創立７０周年の節目で出そうじゃないかという

話がありました。ちょうど議論が始まった時だ

ったものですから、私も非常に興味深い、大事

な話だなと思って、結構いろいろと参加させて

いただきました。そういう中で、スローガンと

しては、かしこく縮みながら、大胆に世界へと

ひらいていくというテーマになったわけなんで
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すけども、かしこく縮みながらというところに

ついて、じゃあ人口減少が不可避な中で、どの

ようにコミュニティを維持可能なものとして次

世代に残していくかというのが、やっぱり非常

に重要なテーマで、人口減少を所与として、ど

うこの２０年、３０年先を見越して、そこに緩

やかに無理なく移行していくのかということが

非常に重要な課題だという認識を改めて持ちま

した。 

特に農村の問題は、人口減少、縮みゆく社会

の最先端で、あとは安心して暮らせるコミュニ

ティを考えると、やはりエネルギーと食料の問

題は不可欠で非常に大事です。端的に言えば大

分県とか九州に暮らしていれば、もう食いっぱ

ぐれることはないと。要するに東京にいたら、

食料とかエネルギーの供給が途絶したら、一千

数百万人とか３千万人ぐらいの人たちが路頭に

迷うわけです。私は３０年間、ずっと東京の都

心で暮らしておりましたので、これはいつおか

しくなることもあるという危機感、特に震災の

時は、やっぱりそういう思いを強くしまして、

非常に脆弱な生活基盤の上に、都市住民は暮ら

していると。それに翻って、地方に帰れば何か

あっても最低限暮らしていける、生命の保障が

あるというところが良いところではないかと思

いますし、それが回り回って、人口の急激な過

度な減少を食い止める防波堤みたいなことにも

なっていくんじゃないかと。人の回帰というの

が、緩やかに地方に進んでいくんじゃないかと

思っておるんですが、ただそこの基盤である食

料がこの大分県で本当にちゃんと生産されてい

るんだろうか。そういうことを改めて今考えて

みる必要があるんじゃないかと。農村を回ると

耕作放棄地がとても増えてるのは、もう目の当

たりにしますし、本当にここにいて大丈夫なん

だっけっていうのは割と疑問だったので、デー

タで見てみたんです。ちょっとすみません、前

置きが長くなりましたけどもそういうことです。 

それで、レポートをＡ４で４枚ぐらいにまと

めているので、改めて後日御覧いただければと

思うんですけども、そこに載っている図表を一

覧に持ってきました。 

まず経済規模で言うと、ＧＤＰに占める農業

の割合は１％そこそこですが、例えば竹田市と

か杵築市、九重町、豊後大野市、豊後高田市の

辺りは、やっぱり市町のＧＤＰに占める割合は、

それなりに高くなっています。あと、労働者の

割合は、実はＧＤＰは１％なんだけど、働く人

の割合は５％ぐらいということです。これは、

例えば宿泊、飲食サービスのような大分県で割

とメジャーだと思われている産業と同じぐらい

の人たちが働いているということですので、や

はり重要な産業であると言えるんじゃないか。

これがファクトです。 

そういう中で、金額ベースなんですけども、

農業の産出額について、２０００年を起点とし

てどういう数字をたどってきたかを御覧いただ

くと、資料一番下の太い線が大分県です。２０

１９年に線を引っ張っているのが、そこら辺か

ら全国的にインフレの基調になってきたので、

少し潮目が変わっております。九州全体、ある

いは全国を御覧いただくと、一旦減った後に徐

々に回復して、２０１９年頃には結局２０００

年と同じくらいの算出額になっているという状

況だったのですが、大分県はその間も一貫して

減っていて２割減だったと。そこからは増えて

おりますが、これは産出の量が増えているとい

うより、どっちかというとインフレのお陰で額

が増えているだけなので、全国とか九州に比べ

ても大分県の農業の産出する力、稼ぐ力という

のは、かなり見劣りすると言えるかなと思って

おります。 

農業産出額の全国順位に見ても、２０００年

は２２位だったのが、今２５位となっており、

長崎県とかには抜かされています。鹿児島県と

か宮崎県あたりには及びません。そういう形で

す。 

算出額が減っている要因を分解すると、伸び

ているところもあります。ただ、伸びてないと

ころが多いので、全体として伸びてないという

ことなるんですけれども、伸びているのは豚と

牛です。要するに、畜産は産出額が伸びてきて

いる中で、米とか果実、花き類といったところ

は、ずっと減少したままと言えるかと思います。
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野菜については一旦減少した後、今、どちらか

というと増加の傾向をたどっているというのが

ファクトです。 

今までは金額の話でした。どれだけいくら売

れたかという話ですけれども、じゃあ量はどう

なんだと。結局算出額というのは量かける単価

ですので、量を見てみると２０００年から２０

１９年の期間で、減っていたという中で、金額

が減っているのか量が減っているのかを見ると、

ほとんど全ての品目で生産量がかなりこの２０

年間で減っていることが分かるかと思います。

大分県が力を入れているピーマンとかキャベツ、

トマトに至るメジャーな野菜は、同じぐらいの

生産量ですけども、ほうれん草以下の野菜とか、

あと果実は全面的に減っています。タバコなん

かもです。そういうようなことで、米について

も相当減反政策で減っています。 

じゃあ農産物の価格はどうだったのかと言う

と、左のグラフを見ていただくと、黒いのが米

で、これはどちらかというと価格がずっと下落

傾向にあったんですけれども、青で示している

グラフの野菜とか花き、畜産、果実は、趨勢的

には、価格がどちらかというと上昇してきてい

た時期です。それが、インフレによってさらに

上昇しているというのが、昨今の状況です。そ

う考えると、やはり生産の単価は上がってるわ

けで、生産量、生産額が減少しているのは、結

局生産の量がどんどん減ってきているというこ

と。それから米については、量も減ってるし、

価格もはかばかしくなかったということが、こ

の時期については言えるのではないかと思いま

す。 

これがさきほどと同じようなグラフですけれ

ども、期間が違っておりまして、２０１９年か

らこのレポートを出した時の最新のデータとな

る２０２４年まで５年間、特にインフレ期に入

ってからの状況です。ここは、生産額は急激に

上昇しているわけですけれども、じゃあここで

生産量はどうなっているのかと言ったら、この

５年間でもかなりの品目で減っています。米は

余り変わらなかったのですけれども、増えてい

るのはねぎとキウイと牛、豚という感じで、あ

とは全面的に減少傾向が変わらない。なので、

価格が上がっているけれども、生産量は減り続

けている。要するに人の胃袋に入るものは、ど

んどん減っているという。このあたりで、私と

しては、ちょっと食料安全保障上これはどうな

んだろうという不安を覚え始めたということで

す。 

じゃあ、このレポートを作った時、やっぱり

食料安全保障ということが非常に頭にあったも

のですから、じゃあ量が最終的には大事なんじ

ゃないかと。ちょっと今、少しだけ考えがシフ

トしておりますけれども、結局、最終的に食料

は人の胃袋に入るものですから、量に着目する

と、減少の背景は結局、何なんだろうと。 

一つは、やっぱり農業従事者が減少していて、

かつ高齢化しているということだと思います。

左の農業の就業者数、全国と大分県を比べても、

大分県は全国平均よりも減りのペースが早いと。

それから、６５歳以上の割合を見ても、全国平

均よりも５％ぐらい多くなっています。人は減

っている、余計減っているし、よりシニアな人

たちが農業に就いているということです。また

同じテーマなんですが、年齢別の人口構成です

ね。左のグラフが２０００年、２０１０年、２

０２０年、１０年ごとにどのように農業従事者

の人口構成が変化してきたかということで、当

然ながら山がどんどん低くなっている。その中

で、山の頂点が２０００年頃はまだ６０代ぐら

いのところにピークがあったものが、今や７０

代にピークが来ていて、それが山が崩れ落ちる

ようにいっていると。それで、だいたい７０歳、

７５歳ぐらいを超えると、皆さん離農されると

いうのが一般的な傾向ですので、２０２０年で

こういう状況だったとすると、２０２６年の現

在は、ちょっと今、国勢調査のデータが手元に

ないので分かりませんが、どうなっているのか

というのは、相当深刻な状況になっているだろ

うと容易に想像が付きます。右は、２０１０年

から２０年、この山が崩れ落ちていく時の就業

者数で、人口減少なんだから仕方ないじゃない

かということなんですけれども、その中でも産

業別に見ると、やはり漁業に次いで農業は深刻
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な就業者数の変化があるということです。 

じゃあなんで、人が減ってるんだろうという

ことですけども、やはり一つは、稼げない。要

するに高齢化しても、息子、娘とか、新しい若

者たちが入ってくればいいわけですけれども、

入ってこないということだと思います。それは

やはり稼げない産業だからなんじゃないかと思

うわけでして、一人当たりの付加価値額とか賃

金を見ても、かなり下の方に農業と林業は位置

していると。稼げる農業というものがやはり急

務なんじゃないかということです。 

もう一つ、担い手の問題とパラレルに起こっ

ているのが耕地面積。要するに、実際に使われ

ている田畑が減っている問題です。これも、全

国とか九州の推移と比べると、左のグラフを見

ていただくと分かるとおり、大分県は相当なペ

ースでこの２５年間、耕地面積を減らしてきて

いると。経営耕地面積なので、実際に使われて

いる畑です。それが田と畑と樹園地でどういう

構成になっているかですけれども、それが右の

グラフで４割ぐらい減っており、半分ぐらいは

田んぼ、あとは畑、樹園地。まんべんなく減っ

ている状況かと思います。 

それで、これが毎年の耕地面積、前年に比べ

て何百ヘクタール減ったかをプロットしたもの

で、毎年減っています。拡張しているところは、

上に引っ張り上げる力になっているわけですけ

れども、結局耕作放棄、それから、下に引っ張

り下ろしているということで、ネットでは毎年

減っています。耕作放棄というのは、今農地な

んだけども既に誰も耕してないところですが、

割とその他も近年増えていることがわかります。

その他ってなんだということですが、これは用

地転用とかいうこともありますが、そこに工業

団地が建ちましたとかいう話では実はなくて、

農地としてもう使いものになりませんというこ

とで農地委員会がそもそも農地ではないと認定

した土地は、実は耕作放棄地ですらなくて、そ

の他に入っております。だからもう荒れてしま

って、もう回復不能みたいな田畑が、ここに来

て増えてきているという風景だと考えていてい

ただいた方がよろしいかと思います。 

カロリーベースの話でよく言われるのが、日

本は３８％しかカロリーベースで自給できてな

い、だから大変なんだっていう話が農林水産省

からは常に叫ばれていると。それを大分県に見

てみると、大分県も半分も自給できてない。こ

れは九州の各県で見ると、ワーストの福岡県が

だいたい２０％ちょっとなんですね。あとは、

長崎県と大分県が同じくらいで、他のところは

もっと高いです。佐賀県は１００％を超えてい

ます。 

で、これをどう見るかというのは、結構注意

が必要でして、カロリーベースの自給率という

のは、例えば野菜とか果物はカロリーが低いの

で、そういうものが多いところはカロリーベー

スでは減ります。要するに、芋とか米とかを作

れば、カロリーベースで伸びるわけです。なの

で、食料安全保障という観点から言うと、海外

からの食料の供給が途絶した場合のことを考え

ると、カロリーベースというのはやっぱり大事

だと思います。ただ、これが農業の現状を表す

一つの指標でしかないということも認識した上

で見た方がいいと思います。 

畜産の場合は、畜産に係る飼料が海外からほ

とんど輸入されているので、それはカロリーベ

ースから除かれています。なので、肉用牛とか

がいくら生産されたとしても、餌は海外から買

ってるよねということで、カロリーゼロみたい

な算定の方法になっているので、実はもうかる

農業をやっている、例えば宮崎県とか鹿児島県

みたいなところも、カロリーベースでは１００

％に満たないということです。あとは人口が減

れば、当然ながらカロリーベースの自給率は上

がりますので、じゃあ佐賀県が１００％超えて

るから素晴らしいのかというと、人口が減って

て米しか作っていないからですよという見方も

できるということです。ただ、それは一つの見

方でして、いろいろな解釈があり得るんですが、

一応ファクトベースでは、全国と比べると、こ

ういうことであるということです。 

いずれにしても、稼げる農業にしていくこと

は、もちろん米作は大事なんじゃないか、農村

の風景が大事なんじゃないかという農業の問題
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は、いろんなテーマをはらんでいるんですけれ

ども、やはり私どもの考え方からすると、まず

はそうは言ったって、経営が成り立たないと誰

も営業としてやらないですよねということなの

で、それを補助金でやらせるのか、ビジネスと

してちゃんと成り立つ形にしていくのかという

ことになっているわけです。けれども、補助金

頼みは限界がありますので、結局ビジネスとし

て農業が成り立つような状況にこれからどんど

んシフトしていかないと、日本の、例えば大分

県の農業はこのままジリ貧の状況で、数年後に

は壊滅的なことになってるんじゃないかという

ことです。 

じゃあどうやって稼げる農業にするのかとい

う話ですが、一つはやはり労働生産性、要する

に一人が働いて稼げるお金が労働ということで

すけれども、これは経営体の耕地面積ごとに労

働生産性を見たものですけれども、水田であろ

うが野菜であろうが、やはり経営体当たりの耕

地面積が増えていくと労働生産性が上がること

が如実にあるかと思います。特に、野菜は水田

に比べるとやはり労働生産性が高いということ

も、ここでは注目していただきたいポイントか

なと思います。要するに、米はあんまりもうか

らないということです。 

じゃあ、この経営体の大きさが労働生産性を

高める一つの鍵だということが仮説としてある

わけですけれども、では大分県の状況はどうか

というと、残念ながら今のところ大分県の農家

は他の地域に比べても小規模農家が多い状況で

す。経営耕地面積別に見ると、左のグラフが他

地域と比べてどうなのかということなんですけ

ど、一番下の濃い青と２番目の薄い青が１ヘク

タール未満の耕地面積しか持たない小規模農家

と定義すると、大分県は６割近くで、九州全域

だと５割弱ですし、他県とそれぞれ比べてみて

も、大分県よりももう少し上の層が厚くなって

きているのがわかるかと思います。 

一農家当たりの経営耕地面積、これは単純に

割ったものですけれども、比べてみても、大分

県の一農家当たりの経営耕地面積は、九州全体

の平均に比べても長崎県よりはましという感じ

ですけれども、やはり佐賀県を筆頭に、ここの

ところはより高くなっていますし、例えば北海

道、秋田県、新潟県みたいな大規模な経営耕地

を持っている農家がいるところを含め、全国と

比べると、半分ぐらいの耕地面積になっている

ということです。 

その中で、販売金額別に見ても、大分県は１

００万円以下しか販売してないところがもう約

６５％ですので、結構高い。ちなみに、販売農

家と自給的農家を区切る線は５０万円未満のと

ころですので、結局自給自足、自家消費用のも

のしか作ってない農家と国の定義として認定さ

れるものが、大分県の場合は約４５％。全国、

九州だと３０％ぐらいの水準なので、いかに零

細、小規模農家が多い状況かということがお分

かりいただけるんじゃないかと思います。 

結局どうすればいいのかということですけれ

ども、一つは、高齢化によって離農されている

農家が多いということです。当然ながら、他の

事業体と同じで、事業承継が円滑に進むことが

何より重要です。その点、大分県の６年前の農

林業センサスですが、後継者が確保できていま

すかとお尋ねしたところ、２割のところが５年

以内の後継者を確保していますということだっ

たんですが、約４分の３に当たる７６％は確保

していませんということでした。これが６年後、

確保してない中でどうなったのかが非常に不安

です。ただ、じゃあどういうところで確保して

いるのかを見ると、結局、当時確保してますと

お答えいただいた農家は、ほぼ親族の中で確保

できているとお答えいただいていた状況です。

逆に言うと、親族以外の人材とか、あるいは経

営外部の人材による承継は、この時点ではほと

んど進んでいなかったんだろうと思います。な

ので、もし親族内で承継できるのがこの程度だ

とすると、これを拡大していくのは、やはり親

族以外の第三者も含めた承継がどれだけ進めら

れるか。それから、その中で、より経営体とし

て大きくなる意思と能力がある経営体に集約し

ていくのか。こういうサポートが必要ではない

かと思います。 

それから、もうかる農業ということだと、当
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然県外あるいは海外により高付加価値、高い値

段で売っていくことが可能であれば、それを攻

めた方がいいわけです。ちなみに実態がどうな

っているかというと、確かに右肩上がりで農林

水産物の大分県からの輸出額は増えていますの

で、このあたりも力を入れる余地、可能性をは

らんでいるのではないかと思います。これはも

うブランディング、売り方、それから販路の確

保とか、あとは輸送、ロジスティクスを県とし

てどう整備していくのか。いろんな課題がある

と思いますけれども、この辺も避けては通れな

い課題なんじゃないかと思います。 

それから、食料システム法。皆さんは御存じ

かもしれません。私はこのレポートを書くまで

は余り知らなかったんですけれども、この４月

から全面施行されていて、これも正に食料の持

続的な供給が農業の資材とか原材料費の高止ま

りによって困難になる危険があるという問題意

識のもとに、食料安全保障の確保を図る観点か

ら、新たに制定されているということです。二

つの柱があり、一つはコストを下回る価格での

取引を抑止する。要するに昨今言われている価

格転嫁の話です。合理的な価格形成を実現する

ことによって、コスト割れでやってるような農

家、要するに兼業農家が特にこの米作で多いん

ですけれども、働きに出て、給料がありますの

で、それもつぎ込んで採算割れの稲作を続けて

いるみたいな。三ちゃん農業と昔言われた農業

ですね。やはりそれだと、経営としてそもそも

体をなしていないですよねと。持続可能じゃな

いですよねと。もちろん三ちゃんの中でも、お

じいちゃんやおばあちゃんはそもそもいなくな

ってくるわけなんで、お母ちゃんも働きに出て

る中で、そういう兼業農家のスタイルは、もう

既に維持できない時代になっています。そうい

う中で、ちゃんとコストを上回る売上を上げて

収益が上がる。それによって生活が成り立つよ

うな形にしていかなくちゃいけないので、費用

を考慮した価格形成を進めるんだということが

書いてあります。このためにはやはり農家の側

も、結局この大根１０本を生産するためにいく

らコストがかかってるのか、原価がいくらなの

かという原価計算とかが、今まではやってこれ

ていないし、零細な農家だと、なかなかそうい

った形にはなれないのも実情なんじゃないかと

思います。なので、そういう意味でも、農家の

経営リテラシーを高めていくためには、家内工

業みたいな話ではなくて、より農業経営者、農

業経営体に担い手をやることが、食料システム

法が想定する世界を実現するためにも必要なの

ではないかと思うところです。 

県は、既に様々な対応をされております。こ

れはもう御存じの話かと思いますし、その中で、

実際には成果が上がっている分野もすごくある

と拝見しております。例えば、新規の農業就農

者数が上の線グラフで、企業の参入件数は下の

折れ線のグラフですが、毎年の数ですので、新

規の就農とか企業参入は毎年コンスタントに、

しかも新規の就農については、若干右肩上がり

で入ってきていることは、希望の光が見えると

ころかなと思います。右のグラフは、担い手と

しておりますが、農水省が、要するに次世代の

農業担い手として、認定農業者とか認定新規就

農者とか集落営農人とか、こういう人たちが将

来農業を担っていくんだと想定している、カテ

ゴライズされている方々がおりまして、この方

々――さきほどから申し上げている農業経営者

への農地集積の面積も、少しずつ増えていって

いるので、これは非常に希望がある姿に見えま

す。ただ、このピッチをもっと上げていかない

と、農業の崩壊を食い止めるには少し足りない

のかもしれない。ちょっとそこら辺は、私は評

価ができませんけれども、もっとこれが進むと

いいなと思うところです。 

大規模な経営体、これはさきほども経営体別

に生産性とかを申し上げましたけれども、２０

２０年から２０２５年にかけて、どのように経

営体数とかが変化しているかのうち、面積別、

販売金額別に見たものです。いずれも零細のと

ころが減っている、下の方に来ているという中

で、一番右端の１０ヘクタールとか２０ヘクタ

ール以上を農地として持っている経営体の数は

増えているということ。それから販売金額でも

３千万円とか５千万円を超えるような販売金額
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を出すような農家も増えているので、こういっ

た農家をこれから増やしていくことが一つの鍵

になるんじゃないかということです。 

ここまでが、私どもが公表している農業レポ

ートの概要ですので、改めてレポートを見てい

ただくと同じような話が書かれています。あと

は一枚だけ、今日のために追加してきたんです

けども、じゃあ結局どうすればいいんだみたい

な話を、せっかくこういう場ですので、かなり

素人考えですけれども、私は専門家ではありま

せんけれども、いろいろ勉強させていただいた

中で、こういうことが必要なんじゃないかなと

思いましたということで、一応お伝えしたいと

思います。 

三つポイントはあります。一つは、米の偏重

から園芸と畜産への移行を進めること。これは、

いずれももうかる農業、経営として成立する農

業への移行のためには何が必要かという話です。 

米偏重ですが、米はもちろん大事です。ただ、

米作は実質的な生産調整がいまだに続けられる。

これは国の方針としてそういうことですので、

縮みゆく需要に合わせて生産を抑えるんですと。

その結果、米価がある程度維持されました。た

だその結果、結局米は高いんでやっぱりパスタ

とかにしましょうみたいな話が続く。結果、需

要がますます減るみたいな。今、米の需要が引

き上げられているのも、インバウンドだけです

ので、あとはやはり日本人が米に向かなくなっ

た、人口も減っていくことで、だんだん米は実

質的な生産調整を続けている限り、縮小均衡に

しかならないだろうと私は思います。そうする

と、いくらそこにリソースを投入しても、未来

がないと思われます。あとは、土地改良をする

場合に、水田と畑地にかかるお金は大きく違う

と聞いております。やはり水田、特に水田と畑

の両方を使えるような汎用型への土地改良基盤

整備というのは、相当お金がかかると思います

し、結果として水田を整備したとしてもそこで

作ったお米が全然もうからない価格でしか売れ

ない状況がありますので、やっぱり財政のコス

トパフォーマンスを考えると、これだけ投入し

てこれだけ生産額が上がりましたという乗数効

果という面で考えると、コストパフォーマンス

は余りよろしくない。一方で、園芸とか畜産―

―園芸というのは要するに野菜とか果樹、花き

類ですが、特に大分県は中山間地が多いので、

そもそも新潟県みたいに一反当たりペタッと広

くしてというのは無理なわけですよね。だけど

も、いろんな高度があって地形も多様というこ

とだと、結構高冷地の農業も含めて、高収益の

作物を作る余地が実は割とある。例えば竹田市

なんか行くと、イタリア料理に使われる野菜と

かを委託販売、委託栽培して、結構高収益を上

げている農家とか、いろいろ工夫されていると

ころがあります。清川にも、キクの大規模な農

家とかあったりしますので、そういう高収益の

作物を大分県の地形を逆手にとって、いろんな

ところでいろんなものが作られてますという園

芸農業に少しシフトを強めていくことが、経営

が成り立つという意味では大きな選択肢になる

んじゃないか、高付加価値化が可能な農畜産物

へのリソースをもっと投入した方がいいんじゃ

ないかというのが一つ目の私のポイントです。 

二つ目は、法人経営体に農地を集約した方が

いいというか、それを進めるべきだと思います。

今は、個人経営の農家で高齢化していますけれ

ども、さきほど農業人口がどんどん減っていき

ます、崩壊していきますということですが、こ

れ自体は、高齢化の中で止められないことなの

で、あとはそこで放出された農地が耕作放棄地

として荒れさせるのか、それともそれを集約し

て規模を拡大していくのかということですので、

これはやはり放置された農地の流動化というの

が、そこは政治的な意思――これは農地委員会

の再利用で結構なんとでもなる部分もあると聞

いているので、そこは大事だと。それによって

雇用型の経営、要するにお父さんがやっている

ということではなくて、ちゃんとバランスシー

ト、ＰＬを作る経営者による農業への移行をサ

ポートするということ。 

それから、三つ目。最後になりますが、デー

タの活用がやっぱり必要だと思います。特に園

芸農業においては、データを活用することで、

単種、耕地面積当たりの収穫量がかなり増やせ
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るということです。世界的な成功例はオランダ

ですが、日本では高知県が先進事例だと聞いて

います。これは、県を挙げて県内の農業従事者

からあらゆるデータを取って、それを公開して

誰でも使えるような状況にして、データを見な

がら、どういうやり方をやったら、収益、収穫

が増えた減ったみたいなことを試行錯誤されて

いると。これはやはり行政がある程度主導して

地域全体をまとめて、大分県全体でデータを利

活用する余地が大いにあるんじゃないかと思い

ます。 

すみません。ちょっと長くなりましたが、一

旦私の話をここで終わります。ありがとうござ

いました。 

首藤委員長 御説明ありがとうございました。 

これより意見交換に入りたいと思いますが、

時間が限られていますので、委員の皆様も御配

慮いただきたいと思います。どなたか御質疑、

御意見ございますか。 

二ノ宮委員 由布市の中山間地で農業をしてい

ます。もう何年もしてるんですけど、さっき指

摘をされたように、後継者、それから本当に耕

作放棄地が毎年増えてます。さきほど分析をし

ていただいたようなことは、私たちも分析をし

てるんですけど、なかなか次の一歩を踏み出せ

ない。 

農業というのは、もうかる農業と農地を守る

農業という二つに分けないと、特に大分県の中

山間地は生きていけないというのが持論です。

というのも、集積化とか広域化とかはもちろん

ボンボンやって、そしてそこでもうかるような

作物を県の特産品として販売するという一つの

方法。それと、こんなに荒れてどうにもならな

いような中山間地の農地――もう、一度荒れた

らユンボとかを入れていかないと、三年も放置

したらもうダメです。そういうことが分かって

いて、将来に食料難ということを考えた時に、

いわゆる農地を守る農業というのを、もうかる

農業にプラスアルファをしていかないとという

持論なんですけど、その辺どうお考えでしょう

か。 

安德支店長 ありがとうございます。 

全くおっしゃるとおりだと思います。農業の

話をすると、経済としての農業という話と、農

村、里山を守る、ランドスケープを守る、ある

いは環境の保全という文化的、環境的な側面、

両方入ってくるんです。 

私は、ここでお話ししたのは、前者にあえて

特化した話でありまして、ただそれと別に、や

はり農村の風景を守る、それから貯水とかいっ

たことも含めて環境を保全するということ、ひ

いては文化を保全することになっていくと思い

ますので、その後者のところを分けて考えなく

ちゃいけない。ただそれは、ある程度経営が成

り立つ農業を実現することによって、それがサ

ポートされる面もあると思います。 

残念ながら、私の今の知恵の範囲では、米作

が構造的に縮小均衡に向かうし、中山間地の放

棄地そのものではなかなか収益性が上がるよう

な農業が営みにくい。そういう中では、それは

社会的な合意として、みんなの資産、公共財な

のだから、公共の財として財政のサポートの下

でそれを維持するというソリューションになら

ざるを得ないのかなというのが、私の暫定的な

結論です。もちろん、ランドスケープを守って

いることが付加価値となって、そういう米に価

値があるんだということで消費者の価値観自体

が変わる。で、消費者に価値観の変容を訴求す

るようなマーケティングが農業の側からできれ

ば、そういうところで苦労して作った生産コス

トの高いお米が、それを上回る価格で取引され

ていくことはあり得るんだと思います。なので、

それは目指すべきだと思いますけれども、それ

とは別に、やっぱり荒れていく耕作放棄地はな

んとかして、できればその水田の棚田とかは風

景として残したいというニーズについては、や

はり社会的な合意の下で、ある程度そこにお金

を付けてやることを思い切ってやって、今後分

けて考えることが必要なんじゃないかと。そこ

を混同して議論すると、多分話が先に進まない

と私たちは思います。 

麻生副委員長 今日はありがとうございました。 

日銀大分支店の、以前は特別レポート、最近

はスタッフレポートと変わってるみたいですけ
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ども、毎回これが出るの楽しみにしていて、出

ると同時に必ず確認しています。 

今回、金融界、しかも日銀が農林水産業にス

ポットを当てたということに、私はもう非常に

注目したんですよね。で、今日改めてレポート

を見たんですけど、説明をいただいて、やっぱ

り大分県の農林水産業の深刻さを改めてデータ

で痛感をしたところです。また肌見感覚でも中

山間地――私の故郷が由布市庄内町の中山間の

上の方で、近所にはナシ農家ばっかりなんです

けれども、ナシの方がいいもんですから、棚田

がもう今そのまま耕作放棄地になりつつあると。

あと５年もしたらどうなるのかなというところ

も山ほどある中で、これだけ燃油価格の高騰と

かが出てくると、一気に耕作放棄が進んでしま

って、さっきのその他の部分が増えてしまうの

かなと痛感した次第です。 

そういう中にあって、農業政策を考えるとき

に、やっぱり農林水産省の組織論の在り方を含

めて、今回、全く違った業界である金融界から

提言をいただいたことに私は意味があるのかな

と。そういう中で注目したのは、ビューロクラ

シーという官僚型の政策提言、政策形成の在り

方に対して、ヒューマノクラシーという組織の

フラットな現場から出てくる提案をいかせる組

織論というか、そこの部分が今後どうなってい

くのかなと。そこに期待しているわけで、正し

く日銀の柔軟なデータの集積と活用であるとか、

法人の在り方とかは、もう従来の発想では駄目

だと思っているんですね。さきほどお話があっ

たように経営体としての農業という捉え方と、

そうじゃない多機能な部分で農村を維持する、

守るっていう部分での農業は全く違うわけです

から、正しくヒューマノクラシーの組織――ど

ういう組織でどういう意見集約をしていくかと

いうのが、今の日本の農林水産業の課題だと思

います。今日初めてそういう思いを痛感したも

のですから、そういった組織論としては、今新

しい発想で論理的にやり始めている最中だろう

と思いますので、またその辺について是非御指

導いただければなと。特別レポートの中で、い

ろんな業種とか諸々の分野において、新たな組

織体制の中で意見集約をしたり課題解決策を見

いだしている事例も山ほどあるかと思うので、

その辺の御指導をいただけると助かるなと思っ

ておりますので、是非よろしくお願いします。 

首藤委員長 お願いでよろしいですか。（「は

い」と言う者あり） 

委員外議員は、何か御意見等ありますか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 特にないようなので、最後に御礼

を申し上げたいと思います。 

本日はお話いただきまして、ありがとうござ

いました。現実として非常に厳しい面もありま

したけれども、明るい御提示もいただきました

ので、農業のみならず林業、水産業も含めてこ

の委員会の皆さんで知恵を絞って今後も取り組

んでまいりたいと思いますので、引き続き、御

協力をよろしくお願い申し上げます。今日はあ

りがとうございました。 

それでは、どうぞ御退席ください。 

 

〔参考人退席〕 

 

首藤委員長 引き続き、県内調査に入りたいと

思いますが、執行部の準備等がありますので、

休憩をはさみ、１１時５分から再開したいと思

います。 


